
 

五
月
十
三
日
（
日
）
、

五
月
晴
れ
の
中
、
笠
松
町

み
な
と
公
園
Ｅ
ボ
ー
ト

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
川

を
通
し
た
交
流
や
ふ
れ

合
い
の
場
を
創
ろ
う
と

笠
松
町
が
昨
年
度
か
ら

始
め
た
催
し
で
あ
る
。
今

年
は
、
町
内
か
ら
五
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。
一
チ
ー
ム
十
名
で
編
成
さ
れ
、
参
加
者

は
小
学
生
・
各
種
団
体
・
町
内
の
職
場
な
ど

か
ら
少
な
く
と
も
五
百
三
十
名
を
上
回
っ
た
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

 

こ
の
大
会
の
運
営
に

あ
た
っ
た
の
は
、
約
四
十

五
名
の
ス
タ
ッ
フ
。
担
当

す
る
町
職
員
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
笠
松
中
学
校

生
徒
の
三
十
数
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

放
送
や
タ
イ
ム
計
測
、
ボ
ー
ト
乗
降
補
助
な

ど
を
支
え
た
。
オ
レ
ン
ジ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
中

学
生
十
三
名
が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救

命
具
）・
パ
ド
ル
（
櫂
）
の
受
け
渡
し
、
乗
降

す
る
際
の
ボ
ー
ト
固
定
に
取
り
組
ん
だ
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

当
日
は
木
曽
川
の
水
位
が
下
が
り
、
Ｅ
ボ
ー

ト
が
接
岸
す
る
位
置
は
、
設
置
さ
れ
た
船
着

き
場
よ
り
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
低
い
。
レ
ー
ス

を
終
え
た
ボ
ー
ト
先
端
部
を
綱
で
固
定
し
、

「
パ
ド
ル
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
引
っ
張
り

っ
こ
し
ま
す
よ
」
と
声
を
か
け
、
ボ
ー
ト
を

引
き
寄
せ
る
。
接
岸
し
た
ボ
ー
ト
を
手
で
引
き

と
ど
め
、「
中
央
の
人
か
ら
降
り
て
く
だ
さ
い
」

「
お
疲
れ
さ

ま
で
す
」
と

声
を
か
け
、

パ
ド
ル
と
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
預
か
る
。降
り
る
人
を
気

遣
う
心
が
、
迅
速
な
行
動
を
引
き
出
す
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

全
員
が
降
り
る
と
、
次
の
レ
ー
ス
に
臨
む

チ
ー
ム
が
乗
り
込
む
。
乗
降
す
る
間
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
ボ
ー
ト
を
手
で
引
き
と
ど
め
て
い

る
が
、
水
位
が
低
い
た
め
前
か
が
み
と
な
り
骨

が
折
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
業
を
レ
ー
ス
の

最
後
ま
で
続
け
、
大
会
を
支
え
た
。 

そ
の
姿
に
は
、「
笠
松
町
み
な
と
公
園
に
集

う
人
々
が
、
つ
な
が
り
を
広
め
た
り
深
め
た
り

す
る
の
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
た
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パドルを手渡す中学生ボランティア 

笠松町みなと公園で 

み
な
と
公
園
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
活
躍
！ 


